
 

 

 

 

「思いやり算」で人を笑顔に！ 

校長 山澤 拓郎 

 ６月２7 日～６月２８日の１泊２日で、４年生と河津自然体験教室に行ってきました。４年生にと

って、初めての宿泊学習でしたが、「時間を守る」、「関わった方々への挨拶や感謝の気持ちを伝え

る」、「友達と協力して過ごす」など、集団生活を送るにあたって必要なことがしっかりとできてい

て、とても立派でした。運動会もそうでしたが、宿泊学習など、大きな行事を通じて、子供たちが成

長していく様子を実感することはとても多く、今月末にある５年生の飯山、６年生の日光の宿泊学習

もとても楽しみになってきました。 

そんな４年生が友達を思いやり、協力して過ごす姿を見て、思い出した CM があるので、紹介しま

す。これは、数年前に AC ジャパンの CM で流れていたものです。AC ジャパンは、住みよい市民

社会の実現をめざす民間団体で、東日本大震災後 にも多く CM を流していました。 

「思いやり算」というもので、次のような内容です。  

 

   「＋ 」 「－」 「×」 「÷」   
「＋」は、たすけあう   「－」は、ひきうける 
「×」は、声をかける   「÷」は、いたわる 
それは、人を笑顔にする算数 「思いやり算」 
ほら やさしいでしょ。 

 
「＋」は助け合うことです。一人一人の力は小さいものであっても、仲間が力を合わせ互いに助け

合うことで、より大きな力を発揮することができます。  

「－」は困っている人のちょっとした事を引き受けてあげる事です。誰でもつらく、面倒な事は引

き受けたくないものです。しかし、進んで引き受けることで、互いに喜び合える関係がつくれます。  

「×」は声をかけることです。どんな時にも声をかけ合うことは大切です。挨拶を含め、優しい言

葉や励ましの言葉をかけることによって、互いの心がひとつになれます。 

「÷」はいたわることです。いたわるとは、困っている人などを思いやりの気持ちで接することで

す。常にいたわりの心で人に接すれば、相手の心が和み笑顔が返ってきます。 

 四則計算では、かけ算とわり算が優先ですが、「思いやり算」にはそれがありません。また、どの

ような計算をしてもプラスになることばかりです。学校では、これからも「思いやり算」が得意で、

笑顔いっぱいの子供たちを育てていきたいと思います。できるところから行動に移して、人を笑顔に

してみませんか。ほら、やさしいでしょ。 
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